














































































































































































































０ 　 ２ 　 ４ 　 ６ 　 ８ 　　 10
教師が名前を呼んだ回数（回）
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図４　教師の働き掛けを受けたとき
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きによって異なるが，必ず応えていることが分かる。呼名に対する返事は，授業の際には必ず行う活動であり，入学当
初から続けていることである。ピエゾスイッチを使っての活動を行っているときに，教師が「頑張れ。」「ここだよ。」
などと励ましの言葉を掛けたことが口の動きにつながっているかどうかは，まだはっきりとした関連性が見られないが，
挨拶や返事など毎日行っていることに関しては，口を動かして応えていることが分かる。
　
４　考察
　(1)　動きの確立について
　３の（1）で述べたように，課題を提示すると確実に口を動かしていたこと，また，76％という高い確率で動いたお
もちゃやパソコンに視線を向けていたことから，意識的に口を動かしていたということが分かる。
　しかし，３の（2）で述べたように，活動をしていないときでも口の動きは見られることから，不随意運動も含まれ
ていると考えられる。そこで，同じ３分間に口を動かした回数を比べてみると，ピエゾスイッチの課題のときは平均し
て7.4回，何も活動をしていないときは1.1回であり，回数の差が見られる。このことから，不随意は見られるものの，
ピエゾスイッチを頬に貼り，課題を提示したときは，より多く口を動かしていることが分かる。つまり，おもちゃを動
かすために，意識的に口を動かす力を発揮していると言える。
　また，回数を重ねるごとに口を動かす回数が増えていることも３の（1）に記述した通りである。回数を重ねたこと
に加え，因果関係が分かりやすい教材と待つ支援に変更したところ，平均して5.6回から9.2回へと口を動かす回数が増
えた。その日の体調や環境に左右されるところはあるが，おもちゃやパソコンなど提示された物を動かす場面において，
口を動かすという自己調整が進展したのである。
　(2)　教材と学習活動の工夫について
　本人にとって一番動かしやすい部位はどこか，自分の動きを自分で認識しやすい部位はどこかを考えて本実践は口の
動きを活用した。そのわずかな動きを感知することができるピエゾスイッチを用いたことで，本人の自発的な動きも引
き出すことができたと言える。また，１回口を動かすと１つキャラクターが現れたり，１つ効果音が鳴ったりするパ
ワーポイントで作った自作電子絵本を使用することで，より因果関係が分かりやすくなり，口の動きが増えたことは前
述した通りである。これらのことから，ピエゾスイッチと自作電子絵本の教材が効果的であったことが言える。
　授業開始時には，体を震わせていたり，SpO2の値が低かったりすることが多々あった。その状態で，提示された物
に注目する，集中して教師の言葉だけに耳を傾けるなど視覚や聴覚による何らかの刺激を受け止めることや，自分の体
を意識的に動かすことは難しい。体調不良時や眠気が強いときに最高のパフォーマンスができないことは誰もが同じで
ある。そのときに，教師と一緒にゆっくり肩や腕を動かしたり，教師が温めるようにお腹に触れて呼吸を整えるように
したりすることで，体の震えが止み，視線が定まるようになった。自分の体が安定すると，おもちゃを見たり，口を動
かしたりすることができた。このことから，学習に向かうための心と体をつくることを毎回授業の始めに行うことは，
自分の体の動きを調整するために必要なことであると言える。
　(3)　環境設定について
　おもちゃに視線が向くよう，本人の目の前におもちゃを置いた。口を動かさずに，おもちゃではなく教師を見ること
が多いときには，教師が本人の背後に位置し，視界に入らないようにした。また，おもちゃを見ていないときには，教
師が「ここだよ」と一度本人の視線の先におもちゃを提示し，追視していることを確認しながら，見やすい位置におも
ちゃを置いた。そうすることで，おもちゃを見ている確率は75％となり，また，表の４回目に表したように，おもちゃ
を確実に見てからだと口の動きが誘発されたことが分かる。
　(4)　教師の働き掛けについて
　ピエゾスイッチを使い始めた頃は，なかなか口を動かす様子が見られないときに，「ここだよ」と頬に触れて動かす
べき部位を示した。その刺激によってスイッチが入っておもちゃが動き，動いているおもちゃを見て「ほー」と言うよ
うに口を動かすという流れが見られた。その支援をやめた10回目以降は，頬に触れなくても自分から口を動かすことが
多く見られた。９回目まででおもちゃに興味をもったり，少し因果関係をつかんだりしたことが，自発的な動きにつな
がったのではないかと思われる。そのため，課題への取りかかり段階での支援としては，動かすべき部位に触れること
は有効であったと言える。
　おもちゃを動かした後の働き掛けとして，Ａと視線を合わせ，言葉掛けとともに体に触れることで賞賛したことも有
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効的であったと考える。動いているおもちゃをじっと見つめた後，教師に視線を向ける姿も多く見られ，そのときは褒
めてほしいという意思と捉えてやり取りを行うと，さらに口を動かすということもあった。また，図４に示したとおり，
呼名の場面では必ず口を動かして応えていることが分かる。これらのことから，褒められたことで意欲が喚起され課題
を遂行しようとする姿や，長期的に同じパターンで繰り返している活動に対しては教師の言葉を聞いてそれに応えよう
としたりする姿を捉えることができる。言葉掛けや体に触れて示すことなどのやり取りで本人の動きを引き出し，繰り
返し活動を行うことで動きの確立，自己調整の進展につながると言える。
　
５　まとめと今後の課題
　これまで述べてきたように，活動に入る前に体ほぐしを行うことで課題に取り組む姿勢をつくったこと，わずかな動
きを生かすことができる教材を用いたこと，おもちゃの提示位置を踏まえた環境を整えることで本人の意欲を喚起した
こと，教師の働き掛けを整理したことが，口を意識的に動かすという結果につながった。このことから，口の動きを自
分で調整し，より確かな動きへと促すことができたと言える。また，おもちゃが変わっても＂できる＂ということが大
切であり，その広がりがあると確実に自分の動きとして獲得したと考えることができる。本実践は，教材を変えても口
を動かしてスイッチを入れることができたため，自己調整の力が高まり，活動の般化につながったと言える。
　しかし，個別学習という教師と１対１の場面でしか行っていないため，場面を変えても＂できる＂という般化につい
ては，今後の課題である。表の12回目に記した通り，１度参観者が大勢来た回があった。普段は教師と１対１であるが，
そのときは周りに５人ほど参観者がいた。Ａは最初に目を大きくしてその一人一人を順番に見回し，その後担任だけを
じっと見つめて何か言いたそうな表情をしていた。いつもと違うことは充分分かっているようであった。その日は，パ
ソコン学習ソフト「ランドセル」の塗り絵の課題を行う初回であった。初めてだったにも関わらず，たくさん口を動か
してどんどん色を塗り，色が塗られる度に参観者に視線を送っていた。頑張っているところを見てほしい，褒めてほし
いと気持ちが伝わる姿であった。この様に，普段と異なる状況でも大いに口を動かすこともあったが，小集団の学習場
面ではどうか，スクーリング時はどうかということはまだ行っていない。場面に応じて求められていることが分かり，
それに合わせて自らの動きを調整したということが言えるようになるには，もう少し他の場面での検証が必要である。
　著者は，以前同じく重度・重複障害児の自己調整を高めるために，ひもスイッチを使った実践を行ったことがある。
呼名の場面において，ビッグマックスイッチにつないだひもスイッチを親指で５㎜ほどひもを引っ張って「はい元気で
す」という音声を流す活動である。コミュニケーションを基盤とした中で，ひもを引くという動きの確実性が出てきて，
自己調整が伸展したという結果であった。このときの対象児も小学部１年生から５年生まで長い時間の中で，本当に少
しずつ変容してきた児童である。本研究対象児とは，まだ１年の関わりであり，今回明らかにした成果と課題を踏まえ
つつ，長期的に見ていく必要があると感じている。関わり手が伝えたいことを分かりやすく伝える，児童生徒が伝えた
いことにしっかりと向き合うことを忘れず，実践を重ねたい。
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